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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　9月は、愛媛県首長連盟

設立総会 (16 日 松山市 )、

平城五常会敬老会 (20 日 )、

秋の交通安全祈願祭 (21

日 )、食育推進協議会 (21

日 )、人権同和教育研修会

(22 日 )、愛南ふれ愛コン

サート (25 日 )、南楽荘改

築地元説明会 (27 日 )、南

レク定時取締役会 (28 日 松

山市 )、町村会全員連絡会

(29 日 内子町 )、サンパー

ル定時取締役会 (30 日 ) な

どに出席しました。

　10 月は、船舶職員養成

講習会開校式 (1 日 )、愛南

町環境フォーラム (2 日 )、

B&G 御荘海洋クラブセー

リング体験会 (2 日 )、社会

を明るくする運動推進委員

会 (6 日 )、御荘病院秋季運

動会 (7 日 )、愛媛県人権対

策協議会女性対策部南予ブ

ロック交流会 (9 日 )、いち

ご祭 (11 日 )、四国四県町

村長大会 (12 日 徳島市 ) な

どに出席しました。

「秋の全国交通安全運

動(9/21～30)」のスター

トを前に、御荘平城地

区の八幡神社で祈願祭

が行われました。(9/21)

第14回パールジュエ

リー・デザインコンテ

ストの審査会が行わ

れ、水島孝
た か え

枝さん(愛知

県)の作品「波に乗っ

て」が、最優秀賞に選

ばれました。(9/16)

満倉小学校最後の運動

会が行われ、子ども達が得意の

一輪車の妙技「リンリンダンス

2010」を披露してくれました。

10/10

内海中学校で、「子ど

ものための優れた舞台

芸術体験事業」が行な

われ、生徒たちが淡路

人形浄瑠璃の「人形遣
つか

い」に挑戦しました。

(9/28)

広見の古宅地区では、

大数珠を数人で持ち、

太鼓に合わせて「ナー

マイド～ナーマイド

～」と唱えながら、数

珠を繰る「なーまい

ど」という行事が行な

われています。(9/23)

知的障害者入所更生施
設「いちごの里」で行
なわれた「いちご祭」
で、見事なばちさばき
を見せてくれた平均年
齢77歳の「宿毛市老人
クラブ創年太鼓」の皆
さんです。(10/10)

緑地区の玉利善
よし の り

則さん

の畑では、変わった形

のナスビが採れまし

た。まるで双子のよう

です。(9/27)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板 愛 - 1グランプリ

で、「美
ちゅ

ら海沖縄

総体」に出場した

一谷優
ゆ う す け

介くん(南

宇和高校3年)が、

競歩のデモンスト

レーションをして

くれました。

(10/2)【P22参照】

町政フラッシュ

p26

「愛南ふれ愛コンサート」で、「騙されん音
頭」が披露されました。オレオレ詐欺や架
空請求には騙されないようにしましょう。
(9/25)【P11参照】

御荘文化センターで、

愛南町出身の菊田朱
あ け み

美

さんがボーカルを務め

る「テノヒラ」のライ

ブが行なわれました。

(9/11)【P21参照】

西海ふれあい公園で行われた「観月和太鼓まつ
り」では、女性だけの太鼓集団「 太鼓」の迫力
ある演奏が披露されました。
(9/26)【P21参照】

ほのお
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款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

町税 17億4,650万6千円 12億7,563万3千円 諸収入 1億8,287万8千円 6,650万8千円 

地方譲与税 1億4,000万1千円 4,898万円 町債 13億1,400万円 0 

地方消費税交付金 1億8,500万円 1億1,975万5千円 その他 9,020万5千円 7,283万3千円 

地方交付税 76億8,195万8千円 58億8,091万4千円 （その他の内訳）

分担金及び負担金 2億9,649万3千円 1億1,046万6千円 利子割交付金 1,000万円 390万1千円 

使用料及び手数料 1億7,982万円 8,871万9千円 配当割交付金 200万円 107万4千円 

国庫支出金 9億4,378万8千円 2億5,181万2千円 株式等譲渡所得割交付金 70万円 0 

県支出金 8億420万2千円 7,412万円 自動車取得税交付金 3,700万円 1,356万8千円 

財産収入 2億1,356万1千円 2,038万9千円 交通安全対策特別交付金 300万円 188万8千円 

繰入金 346万3千円 0 地方特例交付金 3,540万円 5,206万7千円 

繰越金 7億2,848万6千円 7億5,816万8千円 寄附金 210万5千円 33万5千円 

合　　計 145億1,036万1千円 87億6,829万7千円 

款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

議会費 9,384万7千円 4,554万3千円 教育費 14億7,880万8千円 6億4,694万1千円 

総務費 20億3,808万1千円 9億2,606万8千円 災害復旧費 1,264万6千円 186万円

民生費 34億4,685万円 11億8,902万5千円 公債費 31億2,985万4千円 15億9,979万6千円 

衛生費 14億6,299万6千円 4億9,408万2千円 その他 2億413万6千円 368万5千円 

農林水産業費 13億5,161万8千円 3億4,144万5千円 （その他の内訳）

商工費 2億9,245万9千円 1億688万2千円 諸支出金 1億9,443万4千円 368万5千円 

土木費 5億4,289万2千円 1億945万8千円 予備費 970万2千円 0 

消防費 4億5,617万4千円 1億9,316万5千円 合　　計 145億1,036万1千円 56億5,795万円 

歳　

入

歳　

出

平成22年度上半期の愛南町の予算執行状況等を公表します

予算総額 145億1,036万1千円
執行済額 87億6,829万7千円

予算総額 145億1,036万1千円
執行済額 56億5,795万円
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特別会計の予算執行状況
会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

国民健康保険特別会計
歳　入 36億3,475万円 11億9,205万円 24億4,270万円 

歳　出 36億3,475万円 15億3,623万5千円 20億9,851万5千円 

老人保健特別会計
歳　入 1,000万9千円 2,290万1千円 △1,289万2千円 

歳　出 1,000万9千円 141万9千円 859万円 

介護保険特別会計
歳　入 25億3,859万8千円 11億1,807万4千円 14億2,052万4千円 

歳　出 25億3,859万8千円 11億2,637万5千円 14億1,222万3千円 

後期高齢者医療特別会計
歳　入 2億6,320万円 8,222万円 1億8,098万円 

歳　出 2億6,320万円 7,560万4千円 1億8,759万6千円 

簡易水道特別会計
歳　入 3億2,749万5千円 1億606万5千円 2億2,143万円 

歳　出 3億2,749万5千円 1億1,491万3千円 2億1,258万2千円 

小規模下水道特別会計
歳　入 1億6,910万円 1,607万8千円 1億5,302万2千円 

歳　出 1億6,910万円 7,613万9千円 9,296万1千円 

温泉事業等特別会計
歳　入 7,843万円 3,616万5千円 4,226万5千円 

歳　出 7,843万円 2,873万5千円 4,969万5千円 

旅客船特別会計
歳　入 3,621万円 2,704万7千円 916万3千円 

歳　出 3,621万円 1,710万円 1,911万円 

企業会計

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

上水道 
事業会計

収益的収入 4億8,478万6千円 2億3,942万円 2億4,536万6千円 

収益的支出 4億8,478万6千円 1億688万4千円 3億7,790万2千円 

資本的収入 2億1,157万8千円 71万4千円 2億1,086万4千円 

資本的支出 3億8,543万7千円 7,075万3千円 3億1,468万4千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額173,859千円は、過年度分損益勘定留保資金18,564千円、当年度分損益勘定留保資金

145,976千円、当年度資本的収支調整額9,319千円で補てんすることとしています。

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

病院 
事業会計

収益的収入 6億円 2億3,033万7千円 3億6,966万3千円 

収益的支出 6億円 2億4,794万9千円 3億5,205万1千円 

資本的収入 3,402万2千円 0 3,402万2千円 

資本的支出 5,169万1千円 2,687万9千円 2,481万2千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額17,669千円は、過年度分損益勘定留保資金17,669千円で補てんすることとしています。

地方債（町の借金）残高の状況
会計名 残　高

一般会計 221億9,004万8千円

簡易水道特別会計 13億9,384万4千円

小規模下水道特別会計 13億9,675万2千円

上水道事業会計 26億2,098万4千円 

病院事業会計 2,458万9千円 

合　計 276億2,621万7千円 

基金（町の貯金）残高の状況
基金名 残　高 基金名 残　高

財政調整基金 21億7,784万7千円 ふるさとづくり基金 246万2千円 

減債基金 2億7,615万5千円 公営住宅建設基金 1,022万2千円 

人材育成基金 6,626万7千円 諏訪公園管理基金 433万6千円 

地域振興基金 2億4,699万9千円 地域活性化基金 27億6,000万円 

ふるさと創生基金 8,116万5千円 土地開発基金 1億142万1千円 

公共施設整備基金 1億9,306万6千円 高齢者等肉用牛貸付基金 722万2千円 

文化振興基金 1,014万7千円 　（うち貸付金） 215万1千円 

地域福祉基金 7億5,489万円 肉用牛貸付基金 1,932万1千円 

西海ストックヤード管理基金 2,029万3千円 　（うち貸付金） 1,720万4千円 

産業振興基金 1億1,908万2千円 介護従事者処遇改善臨時特例基金 502万7千円 

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 介護保険給付費準備基金 8,110万5千円

水資源対策基金 2億5,142万3千円 国保財政調整基金 307万9千円 

合　計 72億4,113万円 

町民税
42.5％

町たばこ税 6.6％軽自動車税
3.2％

固定資産税
47.7％

町税の内訳
町税の内訳 予算現額

町民税 7億4,228万3千円 

固定資産税 8億3,237万2千円 

軽自動車税 5,656万5千円 

町たばこ税 1億1,528万6千円 

合　　　計 17億4,650万6千円 
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本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年
第
３
回

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
愛
南

町
の
健
全
化
判
断
比
率
と
公
営
企
業

会
計
に
係
る
資
金
不
足
の
報
告
の

後
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
国
民

健
康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
・
簡
易
水
道
・
小

規
模
下
水
道
・
温
泉
事
業
等
・
旅
客

船
の
特
別
会
計
、
上
水
道
・
病
院
の

事
業
会
計
の
決
算
の
認
定
、
町
営
浄

化
槽
整
備
推
進
な
ど
条
例
制
定
及
び

改
正
が
６
議
案
、
平
城
小
学
校
プ
ー

ル
改
築
工
事
な
ど
請
負
契
約
が
５

議
案
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
・
温
泉
事
業
等
・
旅
客
船
）
補
正

予
算
及
び
新
設
さ
れ
た
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
予
算
、
町
営
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
契
約
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
策
定
、
計
30
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
岩
井
千ち

え

こ

惠
子
氏（
城
辺
甲
）の
推

薦
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
河
島
益ま

す

水み

氏（
城
辺
甲
）、
田
中

幸こ
う

二じ

氏
（
広
見
）
、
高
橋
一か

ず

見み

氏
（
柏

崎
）、
吉
見 

元
は
じ
め

氏（
御
荘
平
城
）、
猪
野

髙た
か

克か
つ

氏（
福
浦
）の
選
任
、教
育
委
員
会

委
員
の
髙
田
小さ

よ

み

夜
美
氏（
広
見
）の
任

命
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
居
尚な
お

行ゆ
き

議
員
か
ら
提
出

さ
れ
た
吉
村
直な

お

城き

議
長
の
問
責
決
議

は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
者　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長　

宮
下
一い

ち

郎ろ
う

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
招
集　

平
成
22
年
７
月
13
日（
火
）

　

調
査
事
項
「
愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
に
係
る

事
業
計
画
に
つ
い
て
」

　

今
回
、
当
委
員
会
は
提
出
資
料
に
基
づ
き
、
机
上
審
査
の
後
、
現
地
調
査
を
実

施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
合
併
前
の
旧
内
海
村
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
の
整
備

工
事
に
よ
り
設
備
面
が
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
最
大
の
特
徴
は
、
高
品
質
の
ア
コ
ヤ
貝
を
開
発
・
供
給
で
き
る

設
備
と
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
、
稚
貝
の
え
さ
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
培

養
設
備
等
が
充
実
し
て
お
り
、
施
設
は
拡
充
さ
れ
た
も
の
の
今
後
も
引
き
続
き
高

品
質
の
維
持
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
現
在
、
ヒ
ジ
キ
の
養
殖
研
究
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
疲
弊
す
る
水
産

業
の
中
で
、
生
産
者
の
新
た
な
活
力
と
な
る
よ
う
今
後
の
成
果
、
生
産
者
へ
の
指

導
等
に
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費
等
も
含
め
て
、
愛
南
及
び
久
良
漁
業
協
同
組

合
と
の
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
、
当
セ
ン
タ
ー
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
活
用
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
意
見
を
集
約
し
調
査
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問

質
問
者

質　

問　

事　

項

草
木
原　

由よ
し

幸ゆ
き

①
愛
南
町
自
治
基
本
条
例
第
21
条
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い
て

②
平
成
21
年
度
の
町
税
徴
収
率
に
つ
い
て

田
口　

勝
ま
さ
る

①
予
防
ワ
ク
チ
ン
助
成
や
が
ん
対
策
に
つ
い
て

西
口　

孝
た
か
し

①
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
町
独
自
助
成
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

②
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

浜
田　

博ひ
ろ

文ふ
み

①
愛
南
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

②
愛
南
町
政
の
運
営
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
か

ぜ
と
は
全
く
違
う
病
気
で
す
。
と
く

に
、
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢

者
、
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
重

症
化
し
や
す
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

★
季
節
性
と
新
型
が
同
時
に
接
種
で

き
ま
す
！

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
両
方
の
ワ
ク
チ

ン
が
混
合
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
を
一
度

で
接
種
で
き
、
新
型
と
季
節
性
の
両

方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
防

止
に
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
接
種
期
間

　

10
月
１
日（
金
）

〜
平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

※
有
効
性
を
高
め
る
た
め
、で
き
る
だ

け
12
月
末
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

■
接
種
回
数

　

○
12
歳
以
下
の
方　

２
回

　

○
13
歳
以
上
の
方　

１
回

※
た
だ
し
、
13
歳
以
上
で
も
基
礎
疾

患
を
持
ち
、
医
師
の
判
断
で
２
回
接

種
が
必
要
な
方
は
２
回
。

■
対
象

　

愛
南
町
に
住
所
が
あ
る
方

　

接
種
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
各

医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
接
種
料
金

○
64
歳
ま
で
の
方　

　

★
個
人
負
担（
全
額
自
費
）

　

１
回
目
は
３
，
６
０
０
円
を
上
限

と
し
、
医
療
機
関
が
設
定

　

２
回
目
は
２
，
５
５
０
円
を
上
限

と
し
、
医
療
機
関
が
設
定

○
65
歳
以
上
の
方
、
60
〜
64
歳
で
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能
に

障
害
が
あ
り
、
身
の
周
り
の
生
活
を

極
度
に
制
限
さ
れ
る
方

　

★
無
料（
１
回
目
全
額
公
費
負
担
）

※
年
齢
は
接
種
時
点
の
年
齢
で
す
。

※
接
種
券
が
な
け
れ
ば
、無
料
で
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
生
活
保
護
世
帯
の
方

　

★
無
料（
全
額
公
費
負
担
）

◎
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
受
け

る
た
め
に
は
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
65
歳
以
上
の
方
、
60
〜
64
歳
で
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能
に

障
害
が
あ
り
、
身
の
周
り
の
生
活
を

極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
の
写
し
や
医
師
の
診
断
書
な

ど
が
必
要
で
す
）

　

本
人
ま
た
は
家
族
の
方
が
、
城
辺

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
に

電
話
す
る
か
直
接
窓
口
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

○
生
活
保
護
世
帯
の
方

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
各

支
所
の
窓
口
で
必
ず
申
請
し
て
、
証

明
書
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

内
海
支
所　
（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

　

御
荘
支
所　
（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）

　

一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）

　

西
海
支
所　
（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

〈
接
種
可
能
な
医
療
機
関
〉

朝
日
医
院

℡
７
２
―

５
２
２
１

竹
本
医
院

℡
７
２
―

３
２
７
１

伊
藤
医
院

℡
７
２
―

６
３
０
９

中
浦
診
療
所

℡
７
５
―

０
５
０
３

岡
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

℡
７
０
―

１
５
１
１

西
本
病
院

℡
７
３
―

２
１
２
１

菅
外
科
胃
腸
科
医
院

℡
７
２
―

２
２
２
５

福
浦
診
療
所

℡
８
３
―

０
５
１
０

県
立
南
宇
和
病
院

℡
７
２
―

１
２
３
１

福
岡
内
科
外
科
医
院

℡
８
４
―

３
６
０
０

粉
川
医
院

℡
７
２
―

０
１
３
５

松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

℡
８
４
―

２
０
０
１

粉
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

℡
７
２
―

２
１
１
１

や
ま
ぐ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
※

℡
７
３
―

０
３
０
４

国
保
一
本
松
病
院

℡
８
４
―

２
２
５
５

財
団
法
人
正
光
会
御
荘
病
院
※

℡
７
４
―

０
１
１
１

国
保
一
本
松
病
院
附
属

内
海
診
療
所

℡
８
５
―

０
３
４
１

※
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
接
種
が
で
き
ま
す
。
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癒
し
の
道
へ
ん
ろ
道
を
歩
こ
う
！

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海

あ
い
な
ん
」参
加
者
募
集
！

◆
DE
・
あ
・
い
・
21
か
ら

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
の

お
知
ら
せ
！

◆
宇
和
島
保
健
所
か
ら

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
は

11
月
30
日
ま
で
に
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

■
松
尾
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

　

（
宿
毛
市
大
深
浦
〜
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー　

ほ
か
２
コ
ー
ス)

　

11
月
20
日（
土
）　

８
時
30
分
〜

　

（
開
会
式 

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
）

■
柏
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

　

（
愛
南
町
柏
〜
宇
和
島
市
津
島
町

畑
地
「
風
園
」
）

　

11
月
21
日（
日
）　

９
時
40
分
〜

　

（
開
会
式 

DE
・
あ
・
い
・
21
）

※
雨
天
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
11
月

27
日（
土
）、
28
日（
日
）に
延
期

参
加
料　

５
０
０
円（
中
学
生
以
下

は
無
料
）、
弁
当
・
飲
み
物
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
花
へ
ん
ろ
コ
ン
サ
ー
ト

「
空
海
賛
歌〜

入
唐
千
二
百
年
記
念
〜
」

出
演　

川
村
旭

き
ょ
く
ほ
う

芳
＆

　
　
　

和
楽
器
ユ
ニ
ッ
ト
「
お
と
ぎ
」

日
時　

11
月
20
日（
土
）　

18
時
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ

　

DE
・
あ
・
い
・
21

（
℡
８
５
―

１
０
２
１
） 　

愛
媛
県
で
は
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い

知
識
の
普
及
を
図
り
、
感
染
防
止
と

エ
イ
ズ
へ
の
誤
解
・
偏
見
の
な
い
環

境
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
12
月
１

日
か
ら
12
月
７
日
を
『
愛
媛
エ
イ
ズ

予
防
週
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
次

の
日
程
で
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は
無

料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合

は
、
当
日
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
感
染
の
可

能
性
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
感

染
の
機
会
か
ら
３
か
月
以
上
経
っ
て

か
ら
の
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
宇
和
島
保
健
所 

感

染
症
対
策
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

夜
間
検
査
期
間　

12
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

17
時
〜
19
時
30
分

場
所　

南
予
地
方
局　

１
階

　
　
　

（
宇
和
島
保
健
所
）

問
い
合
わ
せ  

宇
和
島
保
健
所　

感

染
症
対
策
係
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
〈
内
線
２
５
７
〉
）

※
通
常
の
エ
イ
ズ
検
査
は
、
毎
週
火

曜
日
（
10
時
〜
11
時
）
宇
和
島
保
健

所
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
８
月
か
ら
児
童
扶
養
手

当
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
18
歳
以
下
の

お
子
さ
ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
父
子

家
庭
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、

平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要

件
に
該
当
さ
れ
て
い
る
方
は
「
８
月

分
」
か
ら
、
平
成
22
年
８
月
１
日
以

降
、
11
月
30
日
ま
で
に
該
当
と
な
る

方
は
「
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月

分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の

翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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平
成
23
年
度

保
育
所
入
所
の
ご
案
内
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

「
男
女
共
同
参
画
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

南
予
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

傍
聴
者
募
集
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
新
規
の
方

は
入
所
希
望
の
保
育
所
で
、
現
在
入

所
中
の
方
は
在
園
保
育
所
で
「
保
育

所
入
所
申
込
書
」
と
「
家
庭
の
就
労

状
況
調
査
表
」
を
受
け
取
り
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
11
月
15
日（
月
）

か
ら
11
月
25
日（
木
）ま
で
に
、
４
月

か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
23
年
５
月
以
降
の
途

中
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
上
記

期
限
内
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
こ
れ
か

ら
出
産
す
る
予
定
が
あ
る
方
及
び
、

育
休
明
け
等
に
よ
り
職
場
復
帰
さ
れ

る
方
の
う
ち
、
年
度
途
中
に
保
育
所

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
必
ず
事
前

に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
）。

注
意
事
項

　

児
童
の
属
す
る
世
帯
員
又
は
近
隣

に
お
住
ま
い
の
祖
父
母
の
方
な
ど
で
、

保
育
の
で
き
る
状
況
の
方
が
お
ら
れ

る
場
合
は
、保
育
所
へ
の
入
所
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

就
業
状
況
（
パ
ー
ト
等
）・
就
職

活
動
後
の
再
調
査
が
毎
年
７
月
頃
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
込
書
の
記
入
に
あ
た
っ
て

①
入
所
児
童
の
満
年
齢
は
、
平
成
23

年
４
月
１
日
現
在
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

②
面
接
は
、
平
成
23
年
１
月
下
旬
頃

か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
が
決

ま
り
次
第
、
申
込
時
に
必
要
な
添
付

書
類
等
と
面
接
の
ご
案
内
を
添
え
て

個
人
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

延長保育と土曜午後保育

　保護者の就労状況等により一部の保育所において延長保育

（延長保育料１回100円、利用申込み数５人以上により実施）

や土曜午後保育（無料、申請が必要)を行っております。希望さ

れる方は、実施保育所（はまゆう乳幼児保育所・柏保育所・御

荘保育所・城辺保育所・一本松保育所）への入所をお勧めしま

す。

通常保育

実施保育所 早出保育 通常保育（月～金） 居残り保育

はまゆう乳幼児
保育所

7：00～ 8：30～16：30 ～18：00

船越保育園 7：30～ 8：00～16：00 ～17：00
公立保育所 7：30～ 8：30～16：30 ～18：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （土曜日は12：30まで）

土曜日午後保育（申請が必要で無料）

延長保育（１回100円で申請が必要）

実施保育所 土曜午後保育 延長保育（有料）

はまゆう乳幼児
保育所

～18：00 18：00～19：00
土曜日の延長
保育はありま
せん。

柏・御荘
城辺・一本松
の各保育所

～18：30 18：30～19：00

　

愛
媛
県
で
は
、
男
女
が
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
行
政

と
県
民
の
連
携
・
協
働
し
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
で
活
躍

す
る
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
と
県
・
市
町

が
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
語
り
合

う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
傍
聴
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日（
火
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
45
分

場
所

　

西
予
市
宇
和
町
卯
之
町
４
―

11
―

２

　

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７)

　

南
予
地
方
局　

総
務
県
民
課

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）
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相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約

や
損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税

務
上
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
！

◆
宇
和
島
税
務
署
か
ら

こ
ど
も
相
談
窓
口
の

お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

守
り
育
て
よ
う
、豊
か
な
水
環

境
を
！
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

　

こ
の
た
び
、
遺
族
の
方
が
年
金
と

し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う

ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た

部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判

所
の
判
決
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
年

金
に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
の

各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
過

ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所
得

税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な

る
方
は
、
税
務
署
で
手
続
き（
更
正

の
請
求
又
は
確
定
申
告
）を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http

://w
w
w
.nta.g

o
.jp
/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方

は
平
成
22
年
12
月
末
が
還
付
で
き
る

期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が

相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な

る
場
合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈
与

税
の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
３
）

　

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み

ど
り
」
で
は
、
子
ど
も
の
心
配
事

等
で
お
困
り
の
方
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
い
つ
で
も
、
親

切
・
丁
寧
に
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み

ど
り
」宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
５
―

２
６
―

２
２
８
２
）

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「
豊
か

な
自
然
を
守
り
安
全
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
愛
南
町
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ド
ラ
マ
、
司
会
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
な
ど
何
で
も
こ
な
す
マ
ル
チ
タ
レ

ン
ト
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
の

「
省
エ
ネ
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
。
も
っ
と

自
慢
し
よ
う
！
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
、
謙
遜

の
美
徳
と
自

慢
す
る
こ
と

の
調
和
の
必

要
性
を
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
安
全
で
豊
か
な
水

環
境
を
守
り
育
て
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ

ん
は
水
環
境
の
重
要
性
を
、
宇
和
島

水
産
高
校
実
習
助
手
の
水
野
晃こ

う

き秀

さ
ん
か
ら
は
、
蓮
乗
寺
川
や
御
荘
湾

の
生
き
物
を
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
川
東
祐ゆ

う

亮す
け

さ

ん
は
環
境
浄
化
微
生
物
活
性
化
資
材

あ
い
あ
い
（
え
ひ
め
AI
―

２
）の
取
組

み
を
、
最
後
に
、
民
間
資
金
を
活
用

（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
）
し
た
町
営
浄
化
槽

整
備
事
業
の
先
進
地
で
あ
る
富
田
林

市
の
下
水
道
管
理
課
長
浅
野
和か

ず

仁ひ
と

さ

ん
か
ら
は
先
進
地
事
例
に
つ
い
て
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

愛
南
町
に
は
素
晴
ら
し
い
自
然

が
た
く

さ
ん
残

さ
れ
て

い
ま
す

が
、
こ

れ
を
次

の
世
代

に
よ
り

良
い
状

態
で
残

し
て
い
く
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち

町
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題
に
関

心
を
持
ち
、
身
近
に
で
き
る
こ
と
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 10/
     2
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愛
南
ふ
れ
愛

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
！

◆
総
務
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
の
お
知
ら
せ
！

◆
町
民
課
か
ら

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

女
性
に
対
す
る
暴
力
に

関
す
る
相
談
窓
口
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　

御
荘
文
化

セ

ン

タ

ー

で
、
愛
南
警

察
署
主
催
の

「
愛
南
ふ
れ

愛
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催

さ

れ

、

約

５
０
０
名
の

来
場
者
が
、

愛
媛
県
警
音
楽
隊
と
南
宇
和
高
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

県
警
音
楽
隊
は
、
警
察

本
部
や
警
察
署
で
勤
務
す

る
か
た
わ
ら
、
県
民
と
警

察
を
結
ぶ
「
音
の
架
け

橋
」
と
し
て
各
地
で
演
奏

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽

部
は
、
今
回
１
・
２
年
生

主
体
の
新
体
制
で
初
の

公
開
演
奏

と
な
り
ま

し
た
。
こ

の
ほ
か
、

南
宇
和
交

通
安
全
協

会
の
皆
さ

ん
に
よ
る

「
知
っ
得

！
パ
ネ
ル

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
教
室
」
や
、

愛
南
署
の
皆
さ
ん
に
よ
る
吉
本
新
喜

劇
も
顔
負
け
の
迷
演
？
「
愛
の
サ
ス

ペ
ン
ス
劇
場
」
な
ど
楽
し
い
ス
テ
ー

ジ
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
を

通
じ
て
交
通
安
全
や
防
犯
意
識
の
輪

が
愛
南
町
全
体
に
広
が
る
よ
う
願
い

ま
す
。

 9/
    25

　

10
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら

中
野
照て
る

文ふ
み

さ
ん
（
下
久
家
）
が
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
ご

高
等
工
科
学
校
生
徒

受
験
資
格　

中
卒
（
見
込
含
む
）
で

17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

11
月
１
日（
月
）〜
平
成

23
年
１
月
７
日（
金
）

第
一
次
試
験
日　

平
成
23
年
１
月
22

日（
土
）

第
一
次
試
験
地　

宇
和
島
市
役
所

試
験
課
目　

国
語　

社
会　

数
学 

理
科　

英
語　

作
文

そ
の
他　

右
記
の
ほ
か
、
推
薦
採
用

試
験
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１
）

と
、
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２-

０
７
７
０
）

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
一
つ
に

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
が
あ
り
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
窓
口

　

県
婦
人
相
談
所
【
月
〜
金
】

（
℡
０
８
９
―

９
２
７
―

３
４
９
０
）

　

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー【
火
〜
日
】

（
℡
０
８
９
―

９
２
６
―

１
６
４
４
）

　

県
警
察
本
部

（
℡
０
１
２
０
―

３
１
―

９
１
１
０
）

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
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こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

下記の必要事項をそえてハガキ又はメールでお申込みください。

mail:somu@town.ainan.ehime.jp

地区

増
加
し
て
い
る
う
つ
病

　

ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
も
た
ら
さ
れ

る
疾
患
と
し
て
、
増
加
傾
向
に
あ
る

の
が
「
う
つ
病
」
で
す
。
う
つ
病
と

は
、
ひ
ど
く
気
分
が
落
ち
込
ん
で
沈

み
込
ん
だ
気
分
と
な
り
、
仕
事
は
も

ち
ろ
ん
、
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、

何
事
に
対
し
て
も
興
味
を
失
っ
て
し

ま
う
精
神
の
疾
患
で
す
。
う
つ
病
に

な
る
と
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、

よ
く
眠
れ
な
く
な
る
な
ど
身
体
的
な

症
状
が
起
き
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
全
身
倦
怠
感

や
頭
痛
・
腹
痛
、
体
重
減
少
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
身
体
的
不
調
が
現
れ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

全
国
の
自
殺
者
は
、
平
成
10
年
以

降
連
続
し
て
、
３
万
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
自
殺
の
原
因
の
一
つ
に
、

「
う
つ
病
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

早
め
の
対
策
を
…

　

う
つ
病
は
治
せ
る
病
気
で
す
。
こ

こ
ろ
や
体
の
不
調
に
気
付
い
た
ら
、

自
分
の
判
断
で
無
理
を
せ
ず
に
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
か
、
精
神
科
や
心

療
内
科
で
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

う
つ
病
を
疑
う
サ
イ
ン

□
頭
が
重
い
、
肩
が
こ
る
、
便
秘
が
続
く

□
も
の
ご
と
に
興
味
や
関
心
が
も
て
な
い

□
何
を
す
る
の
も
お
っ
く
う
で
、
す
ぐ
に
疲
れ
る

□
集
中
力
に
欠
け
る

□
も
の
ご
と
の
決
断
が
な
か
な
か
で
き
な
い

□
外
出
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た

□
心
か
ら
楽
し
い
と
思
え
な
い
、
笑
え
な
い

□
イ
ラ
イ
ラ
し
て
気
分
が
落
ち
着
か
な
い

□
寝
て
も
、
寝
て
も
眠
い

□
異
性
に
関
心
が
も
て
な
く
な
っ
て
い
る

□
食
欲
が
な
く
、
体
重
が
減
る

□
死
ん
で
し
ま
い
た
い
と
思
う

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

　

町
で
も
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
保

健
師
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

  

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

  

内
海
支
所　

（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

  

御
荘
支
所　

（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）

  

一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）

  

西
海
支
所　

（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

＊
毎
月
２
回　

精
神
科
医
に
よ
る
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
も
予
約
制
で
行
っ
て
い

ま
す
。気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
様
へ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

１１
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
は
年
末
調
整
や
確
定

申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

◆
町
民
課
か
ら

　

10
日
・
17
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

12
月
の
引
取
日
は
、

　

１
日
・
８
日
・
15
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
証
明
書
は
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
左
記
の
期
日
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

  

10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
送
付
対
象
者 

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
実
績

が
あ
る
方

  

翌
年
１
月
下
旬
送
付
対
象
者

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
そ
の
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
あ
っ
た
方

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
等

に
よ
り
納
付
が
遅
れ
ま
す
と
、
証
明

額
等
に
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
領
収
証
書
に

よ
り
控
除
額
を
自
己
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保
険

料
の
領
収
証
書
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
年
末
調
整
の
手
続
き
等
に

つ
い
て
は
、
税
務
署
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

  

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ

　

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』
は
期
限

ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の

課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す（
障
害

年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
）。
課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の

方
に
は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
11
月
18
日（
木
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
12
月
１
日
の
提

出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
23
年
分
扶
養
親
族
等
申
告
書

が
送
付
さ
れ
る
方
は

年
齢
65
歳
未
満

…
年
金
額
１
０
８
万
円
以
上

年
齢
65
歳
以
上

…
年
金
額
１
５
８
万
円
以
上

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、

10
月
25
日（
月
）か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有

し
、
ご
存
命
で
あ
る
方

受
付
期
間　

平
成
22
年
10
月
25
日

〜
平
成
24
年
３
月
31
日

　

当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り

し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て

い
な
い
方
は
、
当
基
金
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人　

平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

（
℡
０
５
７
０
―

０
５
９
―

２
０
４
）
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「
年
末
調
整
事
務
説
明
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
税
務
課
か
ら

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

◆
農
林
課
か
ら

12
月
は
滞
納
整
理

　
　

強
化
月
間
で
す
！

◆
税
務
課
か
ら

　

宇
和
島
税
務
署
で
は
、
平
成
22
年

分
源
泉
所
得
税
の
改
正
、
納
付
書
等

の
記
載
要
領
、
年
末
調
整
の
仕
方
に

つ
い
て
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
に
は
、
年
末
調
整

関
係
諸
用
紙
の
入
っ
た
封
筒
を
事
前

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
来
場
の
際
に

は
必
ず
送
付
さ
れ
た
封
筒
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

　

宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
３
）

■
取
引
等
の
記
録
・
保
存

　

（
平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
）

開催日 開催時間 開催会場 対象地域

11月16日（火）
13：30～

15：30
愛南町城辺社会福祉会館

3階　中ホール
愛南町

11月17日（水）
14：00～

16：00
鬼北町近永公民館

2階　講堂
宇和島市三間町
鬼北町・松野町

11月18日（木）

10：00～
12：00 宇和島市総合福祉センター

4階　ホール

宇和島市
（個人事業者）

宇和島市吉田町
宇和島市津島町

14：00～
16：00

宇和島市
（法人事業者）

※説明会には、対象地域にかかわらずご都合の良い日にご来場いただけます。

　

米
、
米
加
工
品
を
①
出
荷
・
販
売
、

②
入
荷
・
購
入
、
③
事
業
所
間
の
移

動
、
④
廃
棄 

な
ど
し
た
場
合
は
、
そ

の
記
録
を
作
成
し
、
原
則
３
年
間
保

存
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
産
地
情
報
の
伝
達

　

（
平
成
23
年
７
月
１
日
か
ら
）

　

米
・
米
加
工
品
を
、
他
の
事
業
者

へ
譲
り
渡
す
場
合
、
伝
票
等
又
は
商

品
の
容
器
・
包
装
へ
の
記
載
に
よ

り
、
産
地
情
報
の
伝
達
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
消
費
者
に
販

売
・
提
供
す
る
場
合
、
産
地
情
報
の

伝
達
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
法
に
関
す
る
ご
相
談
や
説
明
会

の
開
催
要
望
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

愛
媛
農
政
事
務
所 

食
糧
部 

消
費
流
通

課（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

１
１
７
７
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
は
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間

で
す
。
愛
南
町
で
も
、
愛
媛
県
及
び

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
と
一
丸

と
な
っ
て
納
期
限
内
納
付
を
さ
れ
て

い
る
納
税
者
と
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
期
間
中
は
滞
納
処
分
等
に

よ
る
滞
納
整
理
を
よ
り
一
層
強
化
し

ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
納
税
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
納
税
相
談
及
び
納
付
を

受
付
し
ま
す
。

納
税
相
談
窓
口

（
設
置
場
所　

税
務
課
）

平
日　

12
月
１
日（
水
）

〜
12
月
24
日（
金
）

　
　
　

８
時
30
分
〜
19
時

休
日　

12
月
５
日（
日
）

　
　
　

12
月
12
日（
日
）

　
　
　

12
月
19
日（
日
） 

　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）
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「
愛
南
町
文
化
祭
」開
催
の

お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

「
給
食
食
育
」で
、
子
ど
も

た
ち
の
食
育
力
ア
ッ
プ
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

教
育
部
会

　

『
愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
』
の
６
つ
の

実
践
目
標
の
う
ち
、
今
回
は
「
給
食

食
育
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
「
食
育
月
間
」、「
食
育

の
日
」
、「
地
場
産
物
」
に
つ
い
て
ど

の
程
度
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

　

「
食
育
月
間
」
「
食
育
の
日
」
は
、

食
育
推
進
基
本
計
画
（
平
成
18
年
３

月
策
定
）に
基
づ
き
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
社
会
を
通
じ
て
、
食
育
推
進
運

動
を
重
点
的
か
つ
継
続
的
に
実
施
し

て
食
育
の
浸
透
と
定
着
を
図
る
た
め

に
平
成
18
年
４
月
に
「
食
育
月
間
」

が
毎
年
６
月
、
「
食
育
の
日
」
が
毎

月
19
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
の
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
食
育

の
日
の
認
知
度
、
地
場
産
物
の
認
知

度
が
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
食

育
の
日
の
取
り
組
み
、
地
場
産
物
を

活
用
し
た
給
食
で
、
十
分
な
成
果
が

出
て
い
な
い
側
面
も
あ
り
、
さ
ら
に

効
果
的
な
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
献
立
内
容
に
よ
り
健
康
な

体
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
食
事
を
す

る
楽
し
さ
を
感
じ
た
り
、
地
場
産
物

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
「
生
き
た
教

材
」
と
な
り
、
生
産
者
の
顔
が
見
え

る
安
心
・
安
全
な
給
食
が
提
供
で

き
、
地
域
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
教
育
部
会

で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実
践
し
て

い
き
ま
す
。

取
り
組
み
の
内
容

①
愛
南
○
○
カ
レ
ー
の
日
実
施

　

毎
月
19
日
の

「
食
育
の
日
」

を
「
愛
南
○
○

カ
レ
ー
の
日
」

と
し
、
幼
稚

園
・
保
育
所
・

小
中
学
校
の
給
食
の
統
一
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
旬
の
愛
南
町
の
農
水
産
物

を
使
っ
た
カ
レ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

食
育
の
日
に
愛
南
町
の
農
水
産
物
を

知
っ
て
も
ら
い
、
給
食
や
食
育
、
愛

南
町
の
農
水
産
物
へ
の
関
心
を
高
め

ま
す
。

②
地
場
産
物
納
入
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

給
食
へ
の
地

場
産
物
の
活
用

率
ア
ッ
プ
の
た

め
、
農
林
課
、

水
産
課
、
農

協
、
漁
協
、
生

産
者
、
小
売

店
、
学
校
教
育

課
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、
保
育
所
な
ど
の
関
係
機
関
で

給
食
地
産
地
消
連
絡
協
議
会
を
設
立

し
納
入
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま
す
。

　

愛
南
○
○
カ
レ
ー
の
ほ
か
に
、

愛
南
食
育
プ
ラ
ン
で
定
め
ら
れ
た

「
食
の
記
念
日
」
、
と
と
の
日
（
毎

月
10
日
）、
カ
ミ
カ
ミ
の
日
（
毎
月

30
日
）、
地
産
地
消
の
日（
毎
月
第
４

金
・
土
・
日
曜
日
）
に
あ
わ
せ
て
学

校
給
食
の
献
立
に
取
り
入
れ
、
愛
南

町
の
食
材
の
活
用
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
な
ん
食
育
推
進

第
７
回

　

本
年
度
の

文

化

祭

は

「
未
来
へ
つ

な
ご
う
郷
土

の
文
化
」
を

テ
ー
マ
に
、

町
文
化
協
会

加
盟
団
体
の

日
々
の
練
習

の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日
時

　

11
月
13
日（
土
）９
時
〜
17
時

　

11
月
14
日（
日
）９
時
〜
16
時

場
所

　

愛
南
町
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
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忘
れ
ず
に

　

投
票
し
ま
し
ょ
う
！

◆
総
務
課
か
ら

一
人
で
悩
ま
ず

　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

「
人
権
問
題
に
関
す
る
12
時
間
電

話
相
談
」開
設
の
お
知
ら
せ
！

◆
町
民
課
か
ら

期日前投票について

地域名 場　所 期　間・時　間

城辺地域 本　庁
11月12日（金）～27日（土）

8時30分～20時00分

内海地域 内海町民会館 11月12日（金）～17日（水）

8時30分～18時00分

11月18日（木）～27日（土）

8時30分～20時00分

御荘地域 御荘支所

一本松地域 一本松支所

西海地域 西海支所

※入場券は11月11日頃に発送する予定です。投票日当日は18の投票
所で終了時間を19時に繰上げします。入場券でご確認ください。

平
成
22
年
11
月
28
日（
日
）は
、

　

愛
媛
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

　

も
し
も
、
物
品
購
入
や
次
の
よ
う

な
こ
と
で
困
っ
た
と
き
は
、
気
軽
に

愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
町
相
談
窓
口
で
は
、

消
費
者
関
連
法
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
等
相
談
者
の
立
場
に
立
っ
た
解

決
策
を
検
討
し
ま
す
。　

　

収
入
が
減
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
や

ロ
ー
ン
の
返
済
で
困
っ
て
い
る

　

パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
し
て
い
た
ら
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
の
登
録
完
了
画
面
が
５
分
お
き

に
出
る
よ
う
に
な
っ
た

　

電
話
で
「
配
当
が
高
い
、
必
ず

上
場
す
る
」
と
言
わ
れ
未
公
開
株

を
購
入
し
た
が
、
業
者
と
連
絡
が

取
れ
な
く
な
っ
た

　

月
２
回
、
月
曜
日
に
は
消
費
者
問

題
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を
持
っ
た

相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
成
22
年

11
月

15
日
、
22
日

12
月

６
日
、
20
日

平
成
23
年

１
月

17
日
、
31
日

２
月

７
日
、
21
日

３
月

７
日
、
14
日

＊
相
談
時
間
９
時
〜
16
時

問
い
合
わ
せ

　

愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

商
工
観
光
課
内

（
℡
０
８
９
５
―

７
２
―

１
４
０
５
）

日
時　

12
月
６
日（
月
）９
時
〜
21
時

電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
―

４し

こ

く

５
９
―

７な
や
み
な
し

３
７

※
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能

相
談
内
容

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
、
家

庭
及
び
近
隣
関
係
等
に
お
け
る
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
（
予

約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）

お
出
か
け
の
場
合
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を
持
参
し

て
、
現
在
お
住
ま
い
の
地
域
の
本

庁
・
支
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
当
日
選
挙
権
が
あ
る
方
で
、
入

場
券
が
万
一
お
手
元
に
届
か
な
か
っ

た
り
、
紛
失
さ
れ
た
り
し
た
場
合
で

も
、
免
許
証
等
で
本
人
確
認
が
で
き

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
の

際
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

濵田瑠
る

衣
い

さん（御荘中2年）
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町
有
地
売
払
い
の

お
知
ら
せ
！

◆
財
産
管
理
課
か
ら

「
長
崎
町
有
地
」

　
　

利
用
者
募
集
！

◆
財
産
管
理
課
か
ら

菊
川
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

公
衆
用
道
路

菊
川

小
学
校

菊川公民館

売却地

菊川簡易
郵便局

国
道
56
号
至
宿
毛
↓

↑
至
宇
和
島

退
職
者
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

　

利
用
す
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
次

の
土
地
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
売
払
公
告
日
は
、
11
月
17
日
）

　

町
で
は
、企
業
支
援
の
た
め
に
長
崎

町
有
地
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

11
月
10
日（
水
）〜
11
月
22
日（
月
）

貸
付
地
概
要　

下
記
図
参
照

問
い
合
わ
せ　

申
請
・
資
格
・
賃
借

料
等
、
詳
し
く
は
財
産
管
理
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
０
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
受
付
期
間　

土
、
日
、
祝

祭
日
を
除
く
、
11
月
17
日（
水
）〜
12

月
８
日（
水
）17
時
15
分
ま
で
。
入
札

参
加
に
必
要
な
書
類
は
、
財
産
管
理

課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

入
札
書
の
提
出
期
限　

平
成
23
年
１

月
７
日（
金
）　

17
時
15
分
ま
で

所在地 登記簿 現況 面　積 用途地域

愛南町菊川
1158－2

（菊川保育所跡地）

宅
地

宅
地

1304.67㎡
（約395坪）

南レク都市計画区域
（用途区域外）

接面道路 予定価格 給・排水 摘　要

公衆用道路
（幅員3.4M）

8,741,000円
（6,700円/㎡）

給水：給水装置工事
必要
排水：排水路あり

境界確認による
測量済み

所
在
地

地　

籍

写　

真

御
荘
平
城
１
番
６

１
，６
７
６
㎡

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　

平
成
23
年
１
月
11
日（
火
）14
時

城
辺
社
会
福
祉
会
館
３
階
中
ホ
ー
ル

入
札
方
法  

上
記
日
時
・
場
所
に
お

い
て
開
札
を
行
い
、
予
定
価
格
以
上

の
最
高
価
格
の
入
札
者
を
も
っ
て
落

札
者
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
物

件
に
対
す
る
最
高
落
札
提
示
者
が
複

数
の
場
合
は
、
直
ち
に
く
じ
引
き
に

よ
っ
て
落
札
者
を
決
定
し
ま
す
。

現
地
説
明
会　

希
望
に
よ
り
現
地
説

明
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

入
札
参
加
資
格
の
確

認
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
財
産

管
理
課
管
財
係（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
９
月
30
日
付
で
、
篠
田

富と
み

子こ

さ
ん（
水
道
課
庶
務
係
長
）が
、

10
月
15
日
付
で
本
多
計か
ず

清き
よ

さ
ん（
城

辺
公
民
館
館
長
）が
退
職
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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『
受
診
ル
ー
ル
』
を

　

お
守
り
く
だ
さ
い
！

◆
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

１１月の保健事業のお知らせ

800

600

400

200

0
４月 5月 6月 7月 8月

救急患者数
時間外患者数

平成21年度　救急外来患者の月別状況

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

各種健（検）診
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

11月  5日 金 城辺保健福祉センター
９：００～１０：３０
１２：３０～１４：００

11月10日 水 御荘文化センター
＊９：００～１０：３０
１２：３０～１４：００

11月15日 月 御荘文化センター
＊９：００～１０：３０
１２：３０～１４：００

＊11月10日・11月15日9：00～10：30受付は、乳がん・骨粗髪症検診のみ実施です。

乳幼児健康診査
内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

乳児健診 11月  9日 火
城辺保健福祉センター

H２２年４月１日～５月３１日生
５歳児健診 11月16日 火 H１７年８月１日～９月３０日生

育児相談
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場
11月10日 水

一本松保健センター
９：３０～１１：３０

育児相談 内海保健センター
すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 11月18日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 11月22日 月 平城交流センター ９：３０～１１：３０

その他
内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 11月19日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

11月25日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
前
11
時
で
す
。

　

仕
事
や
学
校
な
ど
の
都
合
で
、
受

付
時
間
以
降
に
来
院
さ
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か
し
、
午
後

は
、
主
に
予
約
患
者
や
入
院
患
者
の

方
の
診
療
、
手
術
、
検
査
の
対
応
を

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
付
時
間

を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

『
業
務
時
間
外
』
に
お
け
る
重
症
患

者
の
方
の
診
療
に
対
す
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

　

県
立
南
宇
和
病
院
で
は
、
二
次
救

急
を
は
じ
め
と
す
る
救
急
患
者
の
方

の
た
め
に
、
時
間
外
は
医
師
や
看
護

師
を
宿
直
さ
せ
る
な
ど
限
ら
れ
た
人

数
で
診
療
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
状
況
は
軽
症
患
者

が
９
割
を
占
め
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

次
の
グ
ラ
フ
で
分
か

る
よ
う
に
、
昨
年
度
の

救
急
で
外
来
患
者
数
の

推
移
を
見
る
と
、
す
べ

て
の
月
に
お
い
て
時
間

外
で
の
利
用
割
合
が
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

時
間
外
に
軽
症
の
方

が
多
く
来
院
さ
れ
ま
す

と
、
応
急
処
置
が
必
要

な
重
症
患
者
の
方
の
診

療
に
影
響
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
分
や
ご
家
族
の

方
で
は
症
状
の
判
断
が

難
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
軽
症
の
方
々
の
救

急
利
用
は
ご
遠
慮
い
た

だ
き
、
で
き
る
だ
け
業
務
時
間
内
で

の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

県
立
南
宇
和
病
院　

事
務
局

（
℡
０
８
９
５
―

７
２
―

１
２
３
１
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

11
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１１・１２月行事予定表

文 化 の 日   3日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

第１日曜日   7日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第２日曜日 14日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 21日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

勤労感謝の日 23日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 28日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１１月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

6期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

5期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
ノ

浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

11/26

12/27

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
の
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

11/24

12/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

11/22

12/21

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

11/18

12/17

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

11/16

12/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

11/12

12/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
男
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

11/10

12/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

11/8

12/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

11/4

12/3

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

11/1

12/1

１１、１２月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

1１月

6 土 8：30～17：00
第17回県学童秋季

軟式野球大会
南レク
城辺球場

7 日
8：30～17：00

第17回県学童秋季
軟式野球大会

南レク
城辺球場

10：00～ ふるさと一本松祭 広見地区田園

13 土

8：30～17：00
第６回愛南町
スポーツ少年大会
ソフトボール競技

あけぼの
グラウンド

9：00～17：00 愛南町文化祭
御荘文化センター
城の辺学習館

14 日

9：00～16：00 愛南町文化祭
御荘文化センター
城の辺学習館

8：30～16：00
第６回伊予・土佐
親善相撲愛南大会

御荘Ｂ＆Ｇ
相撲場

8：30～17：00
平成22年度南宇和郡
軟式野球選手権大会

南レク
城辺球場

15 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

20 土 8：30～17：00
トレッキング・ザ・
空海あいなん
（松尾峠へんろ道）

宿毛市大深浦～
御荘文化センター

21 日

9：40～17：00
トレッキング・ザ・
空海あいなん
（柏坂へんろ道）

ＤＥ・あ・い・21～
嵐坂（風園）

8：30～17：00
第10回４人制ソフト
バレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター

22 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

25 木

8：30～12：30
第17回愛南町
クロッケー親睦交流大会

南レク御荘
多目的広場

13：00～16：30 愛南町高齢者福祉大会
御荘文化
センター

27 土 14：00～15：00 第３回生涯学習講座
御荘文化
センター

1２月

4 土
13：00～16：00 愛南町ＰＴＡ大会

御荘文化
センター

9：00～17：00 内海文化発表会 ＤＥ・あ・い・21

5 日

9：00～15：00 内海文化発表会 ＤＥ・あ・い・21

8：50～17：00
第４回愛南町
ラケットテニス大会

御荘Ｂ＆Ｇ体育館
平城小体育館

6 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

12 日

8：30～17：00
第６回愛南町
スポーツ少年大会

サッカー競技

南レク
城辺公園

8：30～15：00
開会式 8：30～
スタート10：00～
閉会式14：30～

第61回愛媛駅伝競走
一本松山村開発
センター（開会式）
宇和島市役所（閉会式）

愛いっぱい愛南産直市
１２月７日（火）～１３日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店
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に け ー し ょ ん

10/8・9 第2回サロン・オーケストラ・コンサート

　御荘B&G海洋センター体育館で、「第3

回愛南町連合婦人会なかよし運動会」が開

催され、町内の婦人会員約60名が参加し、

ボール運びやパン食い競争、サイコロゲー

ム、玉入れなどの競技や、城辺地域会員に

よる唐獅子や一本松地域会員による腹芸

などの余興も行われ、笑顔あふれる楽しい

運動会となりました。

10/3 連合婦人会なかよし運動会

　愛南の海には、たくさんの熱帯魚の

子どもたちが、黒潮に乗って南の海か

らやってきます。ここに住みつき、成長

して私たちの目に留まるのは、秋にな

るころからです。秋の海は、南国から

の来町者でにぎわっています。しかし、

冬の寒さに耐えられず、多くの魚たち

が死んでしまいます。このような魚た

ちを死滅回遊魚(学術的には無効分

散)とよびます。

　写真のニシキフウライウオは、ダイ

バーに大人気の魚です。秋になるとよく見られていたので、死滅回遊魚でないかと考えていまし

た。しかし、今年は6月からオスとメスがペアになって仲良く泳いでいたり、8月には産卵したメス

が卵を大切に抱いていたりする姿が見られました。温暖化の影響で、愛南町の住人になること

ができたのかもしれませんね。

            (撮影:2010.6.27 鹿島 水深15m)　環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照(中浦小学校教諭)

本日!海
う み び よ り

日和!!
「南の海からの来町者」

　本町御荘平城出身でコントラバス

奏者の吉本宗
し ゅ う じ

司さんによる「第2回

サロン・オーケストラ・コンサート」が

御荘文化センターで開催され、約550

名の来場者が「シンコペーテッド・ク

ロック」「クラプフェンの森で」など

管弦楽の生演奏を楽しみました。

　前日の8日には、吉本さんの母校である平城小学校でもサロンコンサートが開かれ、全校児童

がプロの生演奏を楽しみました。児童たちは、指揮者に挑戦したり演奏に参加したりと楽しい時

を過ごしました。

　吉本さんは、かつてのヨーロッパのような「自然に音楽と触れあえる」環境を日本でも作るた

め、日々演奏活動をされています。吉本さんの今後ますますのご活躍をお祈りします。

パン食い競争 腹芸
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愛 南 こ み ゅ

　9月20日の「敬老の日」を前に、南宇和理容美容組合(吉村則
の り お

男
代表)の有志の皆さんが、地域社会への貢献活動の一つとして町内
6か所の老人福祉施設の入所者を対象に、恒例のカットボランティ
アを行いました。
【参加された方 、々敬称略】

山本安
あ た か

宅、円城寺正
た だ と し

敏、本多計
か ず ふ み

章、瀧口賢
け ん い ち

一、久德耕
こ う い ち

一、松本
久
ひ さ や

也、大西加
か よ こ

代子、山本淳
じ ゅ ん こ

子、平田真
ま い こ

衣子、幸田りえ、山本一
か ず な り

成、
菊池高

た か ゆ き

幸、吉田浩
ひ ろ ふ み

史、辰巳正
ま さ お

雄、冨田一
か ず じ

二、山中知
と も お

雄、船平丘
た か こ

子、
宇都宮 悦

え つ

、宇都宮典
の り こ

子、福留浩
ひ ろ こ

子、橋本スズ子、立花昌
ま さ み

実、吉村
則
の り お

男、幸田達
た つ ん ど

人、鎌田順
じ ゅ ん こ

子、藤堂雅
ま さ よ

代、立石和
か ず こ

子、宇都宮睦
む つ こ

子、宮
本節

せ つ こ

子、山口ふさ美、宮本由
ゆ み

実

9/13 髪
C U T

ボランティア2010

　広報あいなん9月号でご紹
介した、本町城辺出身の菊田
朱
あ け み

美さんがボーカルを務めて
いる「テノヒラ」の「ワンマンラ
イブ」が、御荘文化センターで
開催されました。菊田さんは、
故郷に住む子ども達に近くで
生の音楽を聞いて欲しい、今
までの活動を故郷の活性化に役立てたいと愛南町でのコンサートを決意し、今回実現させまし
た。ダンスと音楽という組み合わせの新しいステージパフォーマンスに、超満員となった会場は
大いに盛り上がりました。
　魂の叫びともいえる菊田さんの熱唱に、多くの方が「勇気」と「元気」をもらったのではないで
しょうか。菊田さんには、さらに夢の実現へ向けて一歩一歩進んで欲しいと思います。

9/11 ふるさと愛南町への想い!テノヒラワンマンライブ

　西海ふれあい公園(樫月)で、
「南国に花咲く森をつくり隊(流
水陽

よ う こ

子代表)」主催による「観月
和太鼓まつり」が開催され、約
600名の観客が迫力ある和太鼓
の魅力を堪能しました。
　地元福浦小学校の「風の子
太鼓」をはじめ、宇和島市鶴島
老人クラブで構成している「護
法太鼓」、日本一の大きさの樹
根太鼓でおなじみの津島の太
鼓集団「雅」、最後に世界を舞
台に活躍している石川県の女
性だけのプロ奏者「 太鼓」
が、全身全霊を込めた和太鼓の演奏を披露し、普段家族連れで親しまれている公園は、大勢の
観客で大いに賑わっていました。

9/26 西海ふれあい公園「観月和太鼓まつり」

風の子太鼓

太鼓集団「雅」護法太鼓
ほのお
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自分に挑戦 ! 記録に挑戦 ! 愛 -1 グランプリ
　南レク城辺多目的グラウンドで、「愛-1グランプリ2010」が行われ、町内の小学生か
ら社会人まで117名のアスリートが8種目の競技に挑戦しました。
【各種目の優勝者は次のとおり】

10/　

  2

元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

60メートル走
小学男子 伊井柊

し ゅ う た

太(家串小)8秒8　　小学女子 岩﨑朱
あ か ね

音(平城小)9秒4

一般男子 中尾 渉
し ょ う

(南宇和高)7秒5　  一般女子 和泉菜
な な

々(南宇和高)9秒5

100メートル走
小学男子 伊井貴

た か ひ ろ

大(家串小)14秒1　小学女子 梶田愛
ま な み

美(平城小)15秒5

一般男子 好岡郁
ふ み や

弥(城辺中)12秒1　一般女子 増田真
ま こ と

琴(城辺中)14秒3

ソフトボール投げ
小学男子 清水一

い っ ぺ い

平(赤水小)59m00　小学女子 宮崎奈
な な こ

々子(城辺小)26m28

一般男子 三好英
ひ で き

希(南宇和高)70m66 

ロングティーバッティング
小学生  伊井貴

た か ひ ろ

大(家串小)48m40　一般 澤近 晃
あ き ら

(南宇和高)60m90 

ボールリフティング
小学男子 岡田虎

と ら の す け

之介(城辺小)1分10秒 　一般男子 吉村匡
きょう へ い

平(南宇和高)2分20秒

一輪車競争
小学低学年 立花保

ほ の み

之美(城辺小)12秒84　小学高学年 荒谷惟
よ し と

仁(緑小)11秒92

400mリレー   
小学男子 クレヨンいーちゃん(家串小)58秒2

小学女子 平城小学校ぶっちゃけマッチョちゃん1分02秒4

一般男子 城辺中サッカー部49秒0 

モンスターボックス
木田佳

け い す け

介、松比良奨
す す む

、濵田将
ま さ し

志(以上、城辺中)、

吉良祐
ゆ う や

哉、一谷優
ゆ う す け

介、中尾 渉
し ょ う

、清藤郁
ふ み や

哉

(以上、南宇和高)2m00cm

みんな元気にプレー !
9/　

16・29

　南レク城辺公園グラウンドほかで、町老人クラブ連合会による「第6回クロッ
ケー大会」(9/16)と「第7回グラウンドゴルフ大会」(9/29)が行われ、クロッケー
大会に25チーム、グラウンドゴルフ大会に141名の参加がありました。
【大会結果は次のとおり】

クロッケー大会
優勝 中浦A

準優勝 僧都

3位 平城A・久家A

グラウンドゴルフ大会

優勝 　久能正
ま さ ひ ろ

寛(僧都) 

準優勝 梶田幸
ゆ き お

男(中浦)

3位 　 大戸恒
つ ね あ き

昭(中浦) クロッケー大会優勝 中浦A グラウンドゴルフ大会優勝 久能さん
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スポレク祭 南宇和ソフトボール大会 !
9/　

 5・12

陸上競技指導者表彰 !
8/　

 28

　東京・国立競技場で開催された「第26回全国小学生陸上競技交流大

会」の開会式で、愛南町スポーツ少年団役員の若松隆
た か ひ と

仁さん(一本松小

学校教諭)が、「少年少女陸上競技指導者表彰(安藤百福記念章)」を受賞

しました。若松さんは、長年にわたって小学生へ陸上競技の指導・普及

に尽力され、若松さんから指導を受けた子ども達は、「全国小学生陸上

競技交流大会」に8年連続で出場するなどの成果をあげています。

　この受賞を受けて若松さんは、「今回の賞は、愛南町スポーツ少年団にいただいた賞だ

と思っています。今後も、微力ながら陸上運動を通して愛南町の子ども達の健やかな成長

を手助けできればと思います。」と語ってくれました。本当におめでとうございました。

高学年の部優勝 福浦スポーツ少年団

グラウンドゴルフ入賞者

　南レク御荘グラウンドで、「愛媛スポレク祭2010 
南宇和ジュニアソフトボール大会南宇和予選」が行

われ、低学年の部に3チーム、高学年の部に6チーム

が参加し、覇を競い合いました。
【大会結果は次のとおり】

低学年の部  優勝 平城スポーツ少年団
高学年の部  優勝 福浦スポーツ少年団

優勝 ! 南予ミニバス大会
9/　

 5・12

　宇和島市総合体育館ほかで開催された「平成22
年度南予ミニバスケットボール大会(兼スポレク祭
2010南予予選)」女子の部に出場した「愛南ミニバ
スケットボールクラブ」が、南予各地の強豪をお
さえて見事優勝しました。

スポレク祭 クロッケー、グラウンドゴルフ
競技愛南町予選会 !

9/　

 8・15

　南レク御荘公園多目的広場で「愛媛スポレク祭2010
クロッケー競技」(9/8)と、南レク城辺公園球技場で

「同グラウンドゴルフ競技」(9/15)の愛南町予選会が

行われ、クロッケーに16チーム55名、グラウンドゴル

フ大会に21チーム94名の参加がありました。
【大会結果は次のとおり】

クロッケー大会　一般(年齢不問)の部　優勝 灘
           　　　　 シニア(60歳以上)の部　優勝 中川A
                     　グランドシニア(70歳以上)の部
　　　　　　　　優勝 平城A

グラウンドゴルフ大会

　団体戦 優勝 御荘E　準優勝 御荘A　第3位 御荘B

クロッケー各部門優勝チーム
(左から一般、シニア、グランドシニア)
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大活躍 !
平城サッカークラブ

　高知県黒潮町の佐賀東公園多目的グラウ
ンドで行われた「第8回黒潮カップ少年サッ

カー大会」3年生以下の部に出場した「平城

サッカークラブ」が、高知県勢をおさえて見

事優勝しました。

10/　

 10

元気いっぱい ! 最後の運動会

　9月から10月にかけて、愛南町内の各小中学校では秋季大運動会が行われました。　
特に、来年3月末に閉校する西海中学校、福浦中学校、西浦小学校、満倉小学校では、

児童・生徒や保護者、地区住民の方々などが参加し、最後の運動会を盛り上げました。

9/　

12・19・
10/　

 10

セーリングを楽しもう !
10/　

 2・3

　御荘B&G海洋センターほかで、アテネ五輪セーリ
ング日本代表選手団監督の小松一

か ず の り

憲さん(神奈川県

横須賀市)を講師に「B&G御荘海洋クラブセーリン

グ体験会」を開催しました。1日目には小松さんを

講師に、セーリングの楽しみ方の講話と帆走の基

本などの陸上シミュレーションを、2日目には御荘湾で

実技指導を行いました。海洋クラブ員など約20名の参

加者は、熱心に小松さんの指導を受けながらヨットを操

作していました。

西海中 福浦中 西浦小 満倉小
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 11月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１
子育て  
 (電話)相談

毎週木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１０：００ １５：００

９：００ １６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

一本松
保育所

正木
保育所

東海
保育所

●10日(水)出張わんぱく&
みるく広場  合同遠足
●17日 (水 )南高ワーク
ショップ（南宇和高校にて）
●24日(水)ベビースリング

●11(木)10:00～
愛南消防署を招いて
消火訓練を行いま
す。

●御荘文化センター
リハーサル室で相談を
行います。

●8日(月)・29日(月)
は、夢創造館で行い
ます。
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市
立
宇
和
島
病
院
か
ら

面
会
時
間
の
ご
案
内
！

◆
内
海
俳
句
会

胸
広
げ
揚
羽
の
風
を
貰
い
け
り

猛
残
暑
愛
南
サ
ン
ゴ
枯
れ
見
せ
る　

好
岡
東
明
子

襖
入
れ
昨
日
の
暑
さ
遠
く
し
ぬ

鰯
雲
海
人
解
禁
の
声
太
し　

大
田　

信
子

猪
や
間
引
き
間
際
の
菜
を
た
た
く

た
で
草
も
ま
と
ま
り
咲
き
て
に
ぎ
わ
へ
り　

ほ
た
る
草

文
豪
誌
耽
り
夜
長
の
読
書
年

夭
折
に
幾
星
霜
や
落
葉
の
譜　

岩
森
十
志
子

◆
菊
川
俳
句
会

色
艶
の
雨
毎
に
増
す
青
蜜
柑　

宮
下　

熊
夫

栗
の
皮
剥
ぎ
て
当
時
の
母
偲
ぶ　

井
関　

禎
美

や
わ
ら
か
く
風
と
た
わ
む
る
萩
の
花　

井
関　

満
子

善
し
悪
し
も
軽
く
流
し
て
秋
の
風　

小
野
山
シ
マ
子

漁
火
を
窓
越
し
に
見
る
夜
長
か
な　

村
尾
加
都
子

◆
篠
南
川
柳
会

朝
星
夜
星
戴
い
た
の
は
大
昔　

幸
枝

一
番
星
出
る
ま
で
遊
ん
だ
幼
い
日　

清
子

嫁
さ
ん
は
星
の
数
ほ
ど
お
ら
な
ん
だ　

マ
ッ
チ
坊

落
度
な
く
目
配
る
嫁
に
お
ん
ぶ
す
る　

す
み
子

落
書
き
に
私
の
本
音
書
い
て
あ
る　

千
代
子

コ
ト
コ
ト
と
煮
豆
が
歌
う
落
し
蓋　

保
美

日
が
落
ち
て
ま
だ
稲
刈
り
の
汗
が
出
る　

京
子

燃
え
尽
き
ぬ
若
葉
で
居
た
し
百
迄
も　

芝
田

泣
き
虫
も
今
日
は
二
十
歳
の
晴
れ
姿　

由
紀
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

さ
る
す
べ
り
朱
き
花
房
さ
ゆ
ら
せ
て
猛
暑
の
庭
に
涼
を
も
た
ら
す　

井
村　
　

操

目
覚
め
れ
ば
二
階
の
窓
は
灯
り
い
て
夜
を
通
し
て
少
女
は
学
ぶ　

岩
村
千
代
子

新
調
の
ダ
ブ
ル
の
ス
ー
ツ
着
し
夫
に
「
オ
ー
！
」
と
誰
彼
が
驚
き
し
と
言
ふ　

扇
野
八
代
生

願
わ
く
は
せ
め
て
一
年
半
年
な
り
と
子
ら
と
住
み
た
し
定
年
を
待
つ　

国
松　

幸
枝

満
月
に
外
へ
誘
わ
れ
背
を
伸
ば
し
少
女
と
歌
う
「
荒
城
の
月
」　

清
水　
　

香

親
子
と
も
に
敬
老
会
の
知
ら
せ
あ
れ
ば
「
吾
よ
り
生
き
よ
」
と
背
を
押
し
て
や
る　

田
中
久
二
恵

青
紫
蘇
は
猛
暑
続
き
に
弱
り
た
る
ほ
そ
る
食
欲
香
り
が
も
ど
す　

前
田　

昭
夫

八
月
の
集
い
終
わ
り
て
帰
る
時
嫁
迎
え
る
と
ゆ
ふ
友
を
囲
み
ぬ　

前
田　

知
子

舗
装
道
路
の
割
れ
目
に
生
え
し
日
日
草
猛
暑
の
中
を
日
々
に
咲
き
つ
ぐ　

松
本
マ
ス
子

「
韮
の
花
」
白
く
こ
ぼ
れ
ぬ
喜
美
代
さ
ん
の
や
さ
し
き
笑
み
の
顕
ち
く
る
朝　

水
野
美
代
子

少
年
の
思
春
期
に
入
り
行
く
様
を
祖
母
の
居
場
所
で
見
守
り
て
居
る　

安
村
寿
美
子

寝い
ね

む
と
て
灯
か
り
を
消
せ
ば
煌
煌
と
差
入
る
月つ
き

光か
げ

に
眠
ら
れ
ず
ゐ
る　

山
本　

豊
子

花
嫁
の
姉
の
後
追
い
盗と

ら
れ
る
と
泣
き
し
幼
日
昨
日
の
如
し　

宮
本
ヨ
リ
コ

剣
道
の
暑
中
稽
古
に
皆
勤
し
今
日
の
秋
風
こ
と
さ
ら
す
が
し　

澤
近　

正
弘

　

市
立
宇
和
島
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
院
の
面
会
時
間
は
、
患
者
様
の
安

静
、
診
療
の
優
先
の
た
め
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
時
間
を
お
守
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

午　

前

午　

後

平　

日

―

13
時
か
ら
20
時
ま
で

土
・
日

祝　

日

10
時
か
ら

11
時
30
分
ま
で

13
時
か
ら
20
時
ま
で

な
お
、
面
会
時
間
以
外
の
面
会
は
、
原
則
と
し
て
、

患
者
様
の
容
態
が
悪
く
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
緊
急
に

ご
家
族
を
お
呼
び
す
る
場
合
の
ほ
か
、
付
き
添
い
な
ど

の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
り
、
当
院
に
申
請
を
さ

れ
、
主
治
医
が
認
め
た
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

本
館
１
階
出
入
口
の
運
用
に
つ
い
て

　

本
館
１
階
出
入
口
は
、
夜
間
・
救
急
用
及
び
職
員

用
の
出
入
口
で
す
。
平
日
の
朝
７
時
か
ら
18
時
ま
で

に
来
院
さ
れ
る
皆
様
の
出
入
口
は
北
棟
か
ら
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
般
の
ご
来
院
の
皆
様
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
12
月
か
ら
、
平
日
の
朝
７
時
か
ら
18
時

ま
で
は
本
館
１
階
出
入
口
の
ご
使
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
１１月９日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  １１月１３日（土）・２４日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

商
工
観
光
課
か
ら

「
第
23
回
愛
媛
県
建
設
雇
用
改
善
推
進
大
会
」開
催
の
お
知
ら
せ
！

（９月受付分）

（９月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 第
６
回
de
愛
ふ
れ
愛
ス
ペ
シ
ャ
ル

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
！

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
・
宇
和
島
法
人
会
・
宇
和
島
商
工
会
議
所
か
ら

農
林
課
か
ら

南
予
用
水
を
巡
る

『
水
源
地
ツ
ア
ー
in
南
予
』

参
加
者
募
集
！

日
時　

11
月
30
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
頃

場
所　

国
際
ホ
テ
ル
松
山
本
館
３
Ｆ

常
葉
の
間

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

日
時　

12
月
５
日（
日
）

13
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
受
付
13
時
〜
）

場
所　

宇
和
島

ニ
ュ
ー
兵
頭

サ
ブ
ラ
イ
ム
ホ
ー
ル

（
宇
和
島
市
丸
の
内
３
―

６
―

20
）

定
員　

男
性
50
名
・
女
性
50
名

（
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
）

申
込　

申
込
に
は
、
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
の
メ
ル
マ
ガ
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｐ
Ｃ
用　

http://w
w
w
.m
sc-ehim

e.jp/

）

（
携
帯
用　

http://w
w
w
.m
sc-ehim

e.jp/m
/

）

問
い
合
わ
せ

㈳
宇
和
島
法
人
会

（
℡
０
８
９
５
―

２
４
―

３
０
４
０
）

南
予
用
水
の
水
源
地
で
あ
る
野
村
ダ

ム
か
ら
布
喜
川
調
整
池
な
ど
農
業
水
利

施
設
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
「
水
」
と

「
森
」
と
「
農
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
！

日
時　

11
月
28
日（
日
）

10
時
〜
15
時
30
分（
予
定
）

場
所西

予
市
野
村
町
〜
八
幡
浜
市
布
喜
川

（
集
合　

西
予
市
宇
和
文
化
会
館

駐
車
場/

駐
車
可
）

対
象　

40
名（
先
着
順
）小
学
４
年
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
期
限　

11
月
19
日（
金
）ま
で

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
愛
媛
愛
媛
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会

（
℡
０
８
９
―

９
２
７
―

７
５
１
１
）

内
容　

建
設
業
の
雇
用
改
善
に
つ
い
て
の

講
習
会
な
ど（
入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県
職
業
対
策
課

（
℡
０
８
９
―

９
４
１
―

２
９
４
０
）
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　尖閣諸島沖漁船衝突事件を

巡る政府の対応について、「大

津事件」がよく引き合いに出

されます。「大津事件」とは、

明治24年 (1891年 )に日本

訪問中のロシア皇太子ニコラ

イが、日本の巡査に突然斬り

かかられ負傷した暗殺未遂事

件です。当時の政府は大国ロ

シアの報復を恐れ、犯人を死

刑にするよう働きかけていま

したが、大審院(現在の最高

裁判所)院長の児島惟
い け ん

謙は政

府の圧力をはねつけ、法律で

定められている「無期懲役」

を主張し、司法の独立を守っ

た事件として今日まで語り継

がれることになりました。

　あまり知られていません

が、この事件の時に児島惟謙

は本籍を愛南町(当時の内海

村赤水 )においていました。

これは惟謙の父の元養家で異

母兄が戸主となっていた豊島

家が、赤水にあったことに関

係があるものと思われます。

「大津事件」における護法精

神の体現は惟謙が愛南町在籍

中のことであり、記憶にとど

めておくべきふるさとの誇り

といえます。

　この時ロシアからの報復は

なかったものの、13年後の

明治37年 (1904年 )には日

露戦争が起こります。日本は

これに勝利して一等国として

の国際的地位を確固たるもの

にしました。さて今回の対応

は後世にどのような影響を与

え、どのような評価を受ける

ようになるのでしょうか。

愛南町の人口
平成22年 10 月 1 日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記
どろんこサッカー大会
フォトコンテスト公開審査会愛

は

南
か
ら

10,957 戸

25,420 人

11,887 人

13,533 人

世帯数

人口

　男

　女

　篠山小中学校体育館で、写真家で二科

会写真部会員の原田政
ま さ あ き

章さん ( 宇和島市 )

と犬飼恵
し げ と し

俊さん ( 同 ) を審査員に招き、「第

20 回県境篠山騒動どろんこサッカー大会

フォトコンテスト」公開審査会が行われ

ました。県内外の写真愛好家 64 名から

寄せられた 256 点の作品から入賞作品 20

点が選ばれました。
【審査結果は次のとおりです。
最優秀・優秀・特選・町内入賞者のみ掲載】

最優秀賞 「泥化粧」野口 務
つとむ

( 宿毛市 )

優秀賞  「泥しぶき」川田吉
よ し は る

治 ( 宿毛市 )

特選   「シュート」武田政
ま さ し

志 ( 新居浜市 )

特選   「本日は晴天なり」濱本秀
ひ で お

雄 ( 船越 )

入選   「激闘」沖野利
と し ふ み

文 ( 広見 )、「大盛フ

ライドポテト ピンチ」吉弘宗
そ う じ ろ う

二郎 ( 増田 )

10/2

最優秀賞
「泥化粧」


